
   

     

 

                          

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

                  

        

 

 

 

26年度 六ツ美中部小学校 

校長室だより №５ 

   平成 26年 6月 13日 

 
 

第
四
十
二
回 

六
ツ
美
中
部
学
区
・
小
学
校
体
育
祭 

 

地
域
の
「
絆
」
を
育
む
体
育
祭
、
感
動
の
連
続 

 

 

最
高
の
天
候
に
恵
ま
れ
た
体
育
祭
は
、
わ
く
わ
く
、
は
ら
は
ら
、
心
が
し
び
れ
る

ほ
ど
の
感
動
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
二
日
前
に
は
、
上
空
に
寒
気
が
南
下
、
前

線
が
通
過
し
て
強
風
が
吹
き
抜
け
、
安
全
面
に
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
を
職
員
に

伝
え
た
。
だ
が
、
幸
運
に
も
天
候
に
動
揺
す
る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
。 

 

各
町
内
の
体
育
祭
に
懸
け
る
思
い
は
熱
く
、
二
日
前
の
夜
に
は
、
運
動
場
で
夜
間

照
明
を
点
け
て
強
風
の
中
で
玉
入
れ
を
す
る
Ａ
町
の
練
習
の
様
子
を
垣
間
見
た
。

「
体
育
祭
」
は
、
六
ツ
美
中
部
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
「
絆
」
を
育
む
「
ふ
る
さ
と
六
ツ
美
」
を
意
識
さ
せ
る
も
の
だ
と
確
信
し
た
。 

 

町
別
対
抗
リ
レ
ー
で
の
生
産
組
合
、
女
性
部
、
消
防
団
代
表
等
の
選
手
の
迫
力
と

バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
思
い
に
も
感
動
し
た
。
町
別
の
人
口
も
違
う
が
、
中
学
生
や
高
校

生
が
補
い
な
が
ら
チ
ー
ム
を
成
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
家
族
、
地
域
ぐ
る
み
の
楽

し
い
体
育
祭
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。 

 

体
育
委
員
さ
ん
の
影
の
努
力
や
役
割
を
果
た
す
働
き
に
も
驚
く
が
、
小
学
生
が
い

な
い
委
員
さ
ん
の
中
か
ら
、
「
な
ん
だ
か
今
年
の
体
育
祭
は
、
楽
し
い
わ
」
と
い
う

つ
ぶ
や
き
を
聞
い
て
、
嬉
し
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
低
学
年
の
演
技
『
ぼ
く
ら
は
生

き
て
る
！
ス
マ
イ
ル
ぜ
ん
か
い 

ち
ゅ
う
ぶ
っ
子
』
、
中
学
年
の
『
夢
オ
ド
ル
！
Ｌ

ｅ
ｔ
＊
ｓ 

Ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
！
』
高
学
年
の
『
燃
え
ろ
！
六
ツ
美
魂
』
の
ど
れ
も
、
子

ど
も
達
が
真
剣
に
演
技
し
た
か
ら
だ
。
紅
白
に
分
か
れ
て 

の
全
校
女
子
の
「
竹
取
物
語
」
の
応
援
で
は
、
大
声
を
出 

し
て
工
夫
し
た
応
援
と
竹
を
引
き
合
う
姿
に
感
動
し
、
心 

か
ら
「
が
ん
ば
れ
！
」
と
叫
ん
だ
。
今
年
の
体
育
祭
は
、 

私
に
と
っ
て
、
教
員
生
活
三
十
八
回
目
の
忘
れ
ら
れ
な
い 

す
ば
ら
し
い
宝
物
と
な
っ
た
。 

「
学
校
安
全
緊
急
情
報
共
有
化
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」 

伝
達
訓
練
に
参
加
実
施 

五
月
二
十
八
（
水
） 

 

愛
知
県
健
康
学
習
課
よ
り
発
信
→
西
三
河
教
育
事
務
所

→
岡
崎
市
教
育
委
員
会
→
六
ツ
美
中
部
小
学
校
→
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
→
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
委
員 

（
総
代
会
長
）
→
各
町
副
総
代
→
各
町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

長
・
登
下
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ー
ル
・
町
内
放
送
で
各
家
庭
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

保
護
者
へ
電
話
→
（
社
教
委
員
長
）
（
民
生
委
員
長
）
→
各

民
生
・
児
童
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

午
後
一
時
一
七
分
、
学
校
に
フ
ァ
ク
ス
が
入
り
メ
ー
ル
と

電
話
で
伝
達
訓
練
を
し
ま
し
た
。（
不
審
者
情
報
伝
達
訓
練
） 

午
後
三
時
一
〇
分
、
各
町
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
、
一
斉
下
校
を
し
ま
し
た
。
ス
ム
ー
ズ
に

町
内
放
送
を
通
し
て
、
無
事
に
伝
達
訓
練
を
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
研
修
会 

五
月
二
十
九
日
（
木
） 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
学
校
保
健
委
員
会
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
研
修
会
は
、
消
防

署
か
ら
二
名
の
職
員
に
来
て
い
た
だ
い
て
行
い
ま
し
た
。
十
九

名
の
参
加
者
に
は
、「
応
急
手
当
と
救
命
処
置
」
の
仕
方
を
真
剣

に
研
修
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
職
員
全
員
が
真
剣
に

操
作
方
法
や
緊
急
時
に
備
え
て
研
修
し
ま
し
た
。
た
め
ら
っ
た

り
、
他
人
任
せ
に
し
た
り
し
な
い
で
扱
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
目
標
に
、
大
き
な
声
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。 

 

健
康
と
安
全
が
第
一
で
す
が
、
市
民
の
誰
も
が
使
え
る
よ
う

に
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
人
の
命
を
救
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

           
 
 

 


